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「 一年の振り返りに 」 

校長 田邊 克宣 

 去年の今頃、朝礼で、自然環境にまつわる話をしました。それから一年。現在、石南中では、９月に給

食委員会から呼びかけて始まった、「 給食のストローは、使用する人だけがもらう。」という取組を継続

して行っています。ゴミとして廃棄されることを回避する実践です。たかがストロー１本を、大海に投げ

込んだところでなんの影響もないでしょう。でもそれが何十年も積もり積もって、現在の痛ましい環境

破壊につながってしまっていることは、周知の事実です。生徒たちが起こした行動は、未来をよりよいも

のへと軌道修正していく、小さいけれど、とても大きな一歩です。 

さて、１２月１６日の生徒会朝礼において、たくさんの表彰を行いました。受賞者を素直に褒め称える

拍手を送る生徒たちに、温かい心を感じました。そして、賞のあるなしに関わらず、また、そもそも賞と

は関わりのない、例えば高齢者施設への訪問などといった活動についても、一人一人が充実し、達成感を

もって取り組んでいることを、全面的に応援していると伝えました。 

遡って１２月２日の朝礼では、１２月８日は何の日かを尋ねました。ほとんど手が挙がりません。そこ

で、７８年前の１２月８日は、と問い直したところ、ちらほらと手が挙がりました。歴史を知らなければ

いけません。それが、今ここでこうして生きているということにつながってくるものだからです。それ

を、これからの未来へとつなげていくものだからです。知識を大切にし、それを元に、考えることが、大

切なことです。考える元となる材料を蓄えるために、知ることを疎かにしてはいけません。そして、知識

が、ただのデータであっては意味がありません。知識と実践。これが両輪となって初めて、自身の経験と

して蓄積されていきます。知識を、考えることによって、そして自ら行動を起こすことによって体験した

とき、それは知恵になります。子供たちには、確かな知識と、たくさんの実践による体験を礎として、豊

かな知恵を身に付けていってもらいたいと願っています。 

３年生はいよいよ進路の道筋を決める大事な時期となってきました。面接練習で、「 あなたの中学校

はどんな学校ですか。」と問うと、「 挨拶のよくできる学校です。」と返ってきます。「 では、あなたはそ

の挨拶を、どのようにしていますか。」と重ねて問うと、一瞬、答えに躊躇する生徒がいます。 

進路は、それぞれの進む道筋です。石南中生全員で揃って行くのではありません。つまり、『 あなたは

どうですか。』と聞かれた時、『 私はこうしています。』と答えられることが肝心なのです。 

「 生徒さんの挨拶がよいですね。」と、来校された方々からよくお聞きします。私自身も、「 石南中の

挨拶はよい。」と、折に触れて生徒たちに伝えています。同時に、「 もっとよくしよう。」と。「 もっとよ

く～ 」とはつまり、まだまだ改善の余地がある、という意味です。 

私は、石南中の生徒に“ 井の中の蛙 ”になってほしくはありません。挨拶で言えば、石南中の現状は、

例えば数人のグループとすれ違った時、その中の何人かだけが挨拶を返すということがよくあります。

残念ながら、人任せです。対して、ほとんどの生徒が自分から挨拶をする学校もあります。 

先述したように、受験では、「 あなたはどうなの？ 」と聞かれます。やがて社会に出たときに問われ

るのは、自分がどう考え、行動するか、です。自分の思いと実践こそが、個々人の生きる力となり、それ

が合わさって、よりよい社会を築いていくのです。様々な歴史や文化、そして言語から価値観に至るまで

多様に混在する世界に出ていく子供たちを、“ 温室育ち ”にしてはいけない、と考えています。 

今年も残すところあとわずか。石南中生には、この１年をゆっくりと振り返り、いいところをたくさん

思い返し、改善課題に自ら気付いて、来るべき新年を、新たな決意と共に迎えてほしいと思います。 

末筆ながら、保護者、地域の皆様の、本校への多大なご理解とご協力に感謝申し上げ、年末の挨拶とさ

せていただきます。 
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２学期を振り返って 

                     

第１学年主任 田川 慎 

 １学年も３分の２が終わりました。これまで大きな事故や事件もなく来られたのは保護者の皆様の御

理解と御協力があったお陰です。ありがとうございました。３学期には校外学習が控えています。「これ

まで」の学習をつなげ、何を学び、どんなことを体得するのか楽しみにしています。良いことだけではな

いと思いますが、全ては「これから」の力になるものと信じています。「これから」の子供達の頑張りを

温かい心で見守ってください。 

 

第２学年主任 安井 謙二 

第 2 学年では１学期に職場体験学習を実施し、生徒は３日間、積極的に仕事を行い、「楽しかった」と

多くの感想を聞くことができました。また、ほとんどの体験先からお褒めの言葉も頂きました。２学期は

鎌倉校外学習があり、来年度の修学旅行に向け班行動を行いました。 

連絡方法の徹底など課題が見つかり反省材料としていきたいと思っています。 

中堅学年としては多少自覚が足りない部分も感じられました。特に悪口、SNS での不適切な発信など今

後とも気を付けていきたいと思います。 

 

第３学年主任 百田 真矢 

いよいよ中学校生活も残り３学期のみとなりました。２学期は文化発表会で３年間の集大成となる学

年合唱を発表することができました。３学期は受験や卒業式など人生の大きな節目となる大切な時期と

なります。全員が希望の進路を実現し、笑顔で卒業式を迎えられるように、今すべきことに全力で取り組

んでほしいと思います。受験は団体戦です。「ONE TEAM」でお互いに支えあい、みんなで前へ進んでいき

ましょう。 

 

 

【生徒表彰】 

練馬区中学校連合演劇発表会   『幸福芝居』  演劇部 

税の作文 

 東京納税貯蓄組合総連合会会長賞 吉田 弥央さん（３－１） 

 練馬西税務署署長賞       伊藤 清秋君  (３－３) 

税の標語 

 東京国税局間税会連合会入選・練馬西税務署 優秀賞  内田 陽美さん（２－３） 

 練馬西税務署 佳作       横津 瑠威君  (２－２) 

練馬区ジュニアリーダー養成講座  中級  鈴木 芙友さん（２-４） 

自分で作る朝ごはんコンクール 

銅 賞 草間 勇輝君（２-３）  田邉 さやかさん（１-１） 

奨励賞 奥本 佳史君（２-１）  望月 虎羽君  （２-２） 天道 由乃さん（２-２） 

      阿部 晃太郎君（２-４） 中川 美優さん（２-４） 山崎 英知香さん（２-４） 

      吉田 尚央君（１-１）  細川 昇吾君  （１-２）  隅田 太一君（１-３） 

      小島 陽向さん（１-３） 小笠原 ゆずさん（１-４） 

 剣道昇級者 

  三級 坂口 七海さん（１－３）  松田 珠莉さん（２－４） 

 

 

今年度も本校へのご理解、ご協力ありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

来年が皆様にとってよい年でありますように。 


